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林産物の安定供給と多様な森林空間利用の促進に資する研究開発

■  木材利用の促進から循環型社会へ
全国的に推進されている「木を使う」取り組みの目

的は、都市の脱炭素化だけでなく、森林資源の活用
による循環型社会への転換や地域林業等の振興に及
びます。その具体的な方策を検討するために、まず
は私たちの木材利用と森林管理の繋

つな
がりを解明する

ことが重要です。我が国の消費と生産の関係を示す
「産業連関表 *」は、産業間の繋がりの分析に有用な

統計資料で （図1）、林業と木材産業は「育林」「素材」
「特用林産物」「製材」「合板・集成材」「木材チップ」「そ

の他の木製品」の7つの産業に分類されています。

■  産業の連関構造の調査
近年、木材を建設現場へ運ぶ前に、あらかじめ接合

部などに機械プレカット加工を施す産業が発展して
おり、商流・物流ともに木材流通のハブとなっていま
す。しかし、産業連関表の産業分類はこの動向に対
応しておらず、プレカット材は「その他の木製品」に
含められています。そこで、全国の事業所を対象と
する郵送調査に基づいて「プレカット材」だけを分
離し、独立して分析できるようにしました。

■  木材流通のハブ：プレカット材産業
「プレカット材」だけを分離したことで、その生産

活動の特性が明らかになりました。集成材、製材及
び合板などの主要な建築用材のほとんどが「プレカッ
ト材」産業を経由して建設産業へ流通していること
が示されました （図2）。一方、プレカット材以外の「そ
の他の木製品」産業には、木材チップが多く流入し
ていることが分かり、繊維板製造業 * などの存在が
浮き彫りになりました。この成果は、日本経済にお
ける平均的なプレカット材産業の実態を明らかにし
たもので、各地域の経済波及効果分析にも応用でき
る汎用性を備えています。木材流通構造の可視化や

木材流通のハブであるプレカット材産業の産業連関構造

林業への影響評価を通じて、循環型社会への転換方
策や地域林業の振興策の検討に資することが期待さ
れます。

専門用語
産業連関表：国内産業が生産活動を通じて相互にどう関係
しているかを金額で網羅的に示した統計資料です。公的統
計の中でも特に重要な「基幹統計」であり、従来、国内総生産 

（GDP） の計算根拠になる等、経済構造を知るための資料とし
て整備されてきました。
繊維板製造業：木質の板状材料を製造する産業で、統計上は
その他の木製品産業に含まれます。木材チップを繊維状に細
分し、接着剤を用いて熱圧する加工工程を経て、建設産業や
製造業全般に向けて販売します。
産業連関分析：産業連関表を用いて、消費活動が地域経済に
及ぼす生産誘発効果を計算する手法です。林野庁の「建築物
への木材利用に係る評価ガイダンス」（2024年） では、森林資
源の活用による地域貢献の定量化手法として挙げられました。
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私 たちが木材を利用することは、日本の森林にどれだけの影響を与えるのでしょうか。産業連関表
の「その他の木製品」からプレカット材を分離することで、より精緻な分析を可能にしました。
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図1　産業連関分析 * のイメージ：建設産業の生産活動が他の産業に波及する様子

図2　 プレカット材産業、「その他の木製品」産業、プレカット材を除く「その他の木製品」産業の原材料等
投入割合の比較 ( 森井ら (2025))
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